
第 33回利用者協議会議事次第 

 

 

１．日 時  平成 31年 3月 25日（月）13：30 ～ 16：00 

 

２．場 所  AP東京八重洲通り 7階 P＋Qルーム 

 

３．議 事   

 

（はじめに） 

(1) J-PARCセンター長 挨拶  

 

（確認事項）  

(2) 前回議事録の確認  

 

（報告事項）  

(3) J-PARCセンターの近況について  

 

(4) 平成 31年度の予算について  

 

(5) 加速器の状況及び見通しについて  

 

(6) MLFからの報告  

 

(7) 核変換ディビジョンからの報告  

 

(8) 素粒子原子核ディビジョンからの報告  

 

（協議事項） 

(9) 日本学術会議マスタープランについて 

 

(10) 施設運営に関するディスカッション 

 

 

以上 
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J-PARCの現状
平成30年度第2回 J-PARC利用者懇談会

平成31年3月25日

国立研究開発法人

日本原子力研究開発機構
大学共同利用機関法人

高エネルギー加速器研究機構

J-PARCセンター



本日のご報告

• 加速器運転状況

• MLFの運転状況

• IAC のご報告

• 連携

• 将来計画

平成30年度 第2回J-PARC利用者懇談会



平成30年度 第2回J-PARC利用者懇談会

MLF中性子源のビーム運転履歴（新）



平成30年度 第2回J-PARC利用者懇談会

Beam Power History of Main Ring

Slide by Fujio NAITO et al.



平成30年度 第2回J-PARC利用者懇談会
Slide by Kazuo HASEGAWA



IAC and Other Advisory Committees

平成30年度 第2回J-PARC利用者懇談会

• IAC – chaired by Jean-Michel POUTISSOU
– Discuss important issues on J-PARC operation, user program, facility improvements
– Any other important issue

• A-TAC – chaired by Jie WEI  February 28- March 2

– Operation, test, and improvements of High Intensity Proton Accelerators
– R&D required for above-mentioned items
– Any other important issues

• NAC – Chaired by Robert McGREEVY Feb 18-19

– Technical issues and R&D for stable operation and 
improvements of 1 MW pulsed spallation neutron source

– Technical issues and R&D of neutron experimental 
apparatus and relevant experimental apparatus

– Management and operation of MLF
– Any other important issues

• MAC – chaired by Thomas PROKSCHA March 1-2 

– Technical issues of muon source and muon experimental apparatus located in the MLF
– Management and operation of MLF
– Any other important issues

• PAC – chaired by Rik YOSHIDA (*) program advisory committee under IPNS director and J-PARC director 
July 18-20; Jan 16-18

– Evaluate the Academic value, feasibility of the proposed measurement, competence of experimental group, any 
interference with the rest of the program execution

• T-TAC – chaired by Marc SCYNS Feb 14-15

– Technical issues on the R&D for accelerator driven system for the nuclear transmutation 
– Any other important issues



IAC Closeout から

平成30年度 第2回J-PARC利用者懇談会

• 安全: “Stop work” について、体系的なトレーニングを
• 加速器：

– 稼働率、さらに向上を。
– MRの電源投資は重要なステップである。ビームテストの時間もしっかり確保せよ。

• MLF:
– 安定運転が1 MW実現より重要。
– サイエンスの成果創出に注力せよ。
– 共通する作業を共同で行うことを奨励する。

• MUSE:
– M1/M2 とmuon 標的は、MLF施設と一体で行うべき。
– 超低速ミュオンビームの基幹技術であるライマンαレーザーは外部から専門家を集めてアドヴ
ァイスを得よ。

• 素核：
– IAC は、PACの答申を強くサポートする。
– “ビームは、少なくとも６サイクルは確保し、将来は９サイクルを！”

• 核変換：
– The ADS roadmap of JAEA should be considered in light of the NI2050 OECD/NEA on-going 

roadmap preparation for the “Closed fuel cycle and P&TÄb0” and should consider the 
complementarity of the proposed catalogue for TEF-T with the already decided MYRRHA 
project in Belgium or other facilities of the same type.

最終報告は、3月末完成を目指す。



永岡桂子文部科学副大臣ご視察2019/1/24

曽山MLF副ディビジョン長の説明に熱心に聞き入っておら
れる永岡桂子副大臣と奥篤史量研室長平成30年度 第2回J-PARC利用者懇談会



学術・産業 における連携関係

豪州ANSTOとの協力
中性子利用環境に定評のあるANSTOとの

協力で、利用者とともに成果を最大化する
環境の整備。 人材交流の促進。

茨城大学・新専攻設置
J-PARCの講義と演習で、先端科学と

その施設運営にダイレクトに触れる
機会を次世代を担う若者に。

クロスアポイントメントによる連携研
究室の運営で人材交流を促進。

国内大学との連携

産業界との連携

J-PARC/住友ゴム
フェローシップの創設
先端施設のフロンティアを熟知する
企業人の人材育成

海外研究機関との連携

大阪大学 京都大学

大学のJ-PARC分室設置
先端施設を用いた大学院教育、将来の施設創りができる人材育成に大きく貢献。
阪大・京大（設置済）を皮切りに、多くの大学が検討中

ESS との協力
建設中の欧州中性子施設ESSにJ-PARCで培
われた技術を活かし、研究交流を促進

カナダTRIUMF との協力
実験における研究協力だけでなく、人材交流、施
設整備や保守管理におけるノウハウの交換など

平成30年度 第2回J-PARC利用者懇談会

九州大学

名古屋大学

岡山大学



J-PARC 将来計画 検討会2018/4/23

• Neutrino 将来計画

• Hadron Hall 拡張

• COMET phase-2

• Muon g-2/EDM@J-PARC

• The 2nd target station at MLF
• 核変換

• 材料照射試験施設

• 重イオン加速計画

• ミュオン顕微鏡

• SXの為のストレッチャーリング.

平成30年度 第2回J-PARC利用者懇談会



平成30年度 第2回J-PARC利用者懇談会



学術会議 マスタープラン2020に向けて

平成30年度 第2回J-PARC利用者懇談会

g-2/EDM

• J-PARC関連 ６件を調整中
– J-PARC もしくはKEKが提案主体

• 大強度陽子ビームで究める宇宙・物質の起源と進化
– 運転経費と実験施設の高度化

– 阪大、他の協力で実施

• 第２ターゲットステーションと中性子・ミュオン科学の新た
な展開

– MLF で、中性子10 倍、ミュオン 50 倍にする計画

• 大強度加速器フロンティア開拓のためのJ-PARC材料照
射実験施設

– かつて、ADS プロジェクトとして出していたものをPsi計画と整合す
るように変更

– 他機関が提案主体
• 大型先端検出器による核子崩壊・ニュートリノ振動実験

– （提案者：東大宇宙線研）

• 中性子施設ネットワーク
– （提案者；中性子科学会）

• 重イオン加速計画
– （提案：JAEA 先端研・筑波大学 実施：J-PARC 調整中）



平成３１年度運営基本方針

MLF：>90% @ > 500 kW

MR(FX) : > 500 kW

MR(SX) : > 5 l kW

研究力強化
社会還元

施設安全安定運転をさらなる大強度へ
– 施設稼働率＞９０％を維持する

– 大強度化を一層進め設計値の実現へ

• 加速器

• 実験施設

成果創出の継続的加速
– MLF：サイエンスグループを軌道にのせる。

– 大学・企業との連携をさらに強化

将来計画の実現へ
– 大型計画マスタープランのフォローアップ

– ADS開発を計算科学と要素技術開発で加速

安全の基本の再徹底
– フライス盤事故の教訓

– 高度放射化物作業の安全な遂行

心のゆとりを産む
– 「問題の先取り解決」「自動化」「省力化」の推進

社会への還元
– 研究成果の発信

– 産業界との連携（広報や、製品化）平成30年度 第2回J-PARC利用者懇談会



平成30年度 第2回J-PARC利用者懇談会



加速器の状況及び見通しについて

第33回J-PARC利用者協議会 2019年3月25日

金正 倫計内容

1. 加速器の状況（2018年10月以降）

• MLF 500kW

• MR

• （FX運転 休止）

• SX運転（2月～） 50kW （3月18日に電磁石故障）

2. 運転の実績及び予定

• 2018年度の運転統計

• 2019年度の運転計画案

• MR増強計画

利用者協議会20190325
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MLF中性子源のビーム運転履歴@3GeV

東日本大震災

ハドロン施設の

事故

300 kW

震災後約10ヶ月の

運転停止

1 MW 相当

パルス入射

MLFでの火災後
の運転停止

500 kW

中性子標的容器不具
合による停止と容器交
換

1 MW 相当

連続運転

2019年3月19日現在



From Jan. 2018 to Feb. 2019

FX ( 475 —> 490 kW)

SX SX (51kW)

FX-study

SX

FX-study

As of Feb 21,2019

500kW

50kW

3MRのビーム運転経過

利用者協議会
20190325



Run79  #1501621  6/2,2018
51.0 kW Efficiency 99.44% 

Run81  #18533  2/12,2019
50.5kW, eff.  99.55%

ESS1

SMS1

ESS1

SMS1

24% loss reduction!

Improved
〜 several %

Spill monitor position 
change to avoid 
radiation damage

RUN79 RUN81

51kW Spill Duty Factor

SXの性能向上
Beam Loss and Efficiency

利用者協議会
20190325
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3-50BT電磁石の故障 (1/2) 5

利用者協議会
20190325

概要

• 3/18 00:52 3-50BTラインの上流の偏向電磁石B15Dの蹴り角が突然減少し始めた

• 症状の経過は、B15D下流にあるBPM03のHorizontal位置情報の記録から読み取れる

• 00:54 BPM03での軌道変位が -3 mm に迫ったところで下流のBLM10が発報した

調査

• 電源棟からケーブルを含む負荷全体のインダクタンス、インピーダンス測定(3/18)
• 現場における層間インダクタンス、インピーダンス測定、対地抵抗測定（3/19)
• 試験運転＋温度測定、異音、異臭等の確認（3/19、特に異常は認められず）

B
PM

03
 H

軌
道

[m
m

] 0
-1
-2

00:52から徐々に

軌道が変化（Hのみ）

-9

• 上下2コイルの内、下コイルに
共振減少の異常を確認

この現象は、かつて層間短絡を起
こした、MR偏向電磁石BM067の
症状と酷似



6

利用者協議会
20190325

現時点での見立て

• 下コイルに於いて、層間短絡を起こしている可能性あり

• コイルには2層毎にホロコン接続部があり、そこから冷却水漏れ等の不具合の可能性

• 短絡を起こした箇所は、コイルの最下層あたりと推測

今後の対応

• 短絡箇所の特定

-連続通電でコイル層間電圧を測定する方法

• 水漏れ箇所の特定

-各冷却水冷配管に気圧を掛けて圧力変化を観察

• 応急処置

- 短絡層のバイパス

- (冷却水配管の切り離し)

• 通電試験

• 得られる曲げ角でのTracking計算と運転条件の洗い出し

• ビーム運転再開

（抜本的処置）

• コイルを新規に製作し、交換する（秋からの運転に間に合うか調整・検討中）

PICT0166.JPG

B15D電磁石

3-50BT電磁石の故障 (2/2)



運転統計 (2018年度, 4月1日~2月26日まで)

7

JFY2018（H30） from April to February 26: Total 5,017 hours

Facility User 
time 
(hours)

Trouble,
Acc. only  
(hours)

Trouble,
Fac. only
(hours)

Net time,
(hours)

Availability, 
Total 
(%)

MLF 3,771 219 (5.8%) 5 (0.1%) 3,554 94.2

Neutrino (FX) 1,224 149 (12.2%) 22 (1.8%) 1,053 86.0

Hadron (SX) 877 132 (15.1%) 19 (2.2%) 725 82.7

For MLF users For MR users

利用者協議会
20190325



ビーム停止要因 (2018年度、4月1日~2月26日) 8

• リニアックの高圧電源（HVDC）での停止が長かった。 これは、324MHzクライストロンの故障で20時間ほどの停止が響いたが、これ
は、夏季停止からの立ち上げ時に起きたもので、利用運転の稼働率を下げるものではなかった。

• リニアックのビームロスモニター（BLM）の回数が多かった問題は、回路のパラメータの見直しで、１日あたり15~20 回だったものが、
数回以下と大幅に低減できた。

• RFQのトリップ回数の改善のために、真空度の改善を図った (8.6x10-6 から5.6x10-6 Pa)が、回数の低減が明確になる結果は得
られていない。

• RCSは昨年度非常に安定であったが、今年はキッカやバンプ電磁石電源による停止があった。

• MRではいくつかの停止要因がある: Q磁石 (QM,冷却水流量低下), 偏向磁石 (BM、タイミング信号系不具合）, 高周波（RF、真空
管の不具合など）, 速い取り出し（FastExt、屋外トランスからの油漏れ）.

Kly failure

Number of trips

Downtime (hours)Kly. failure, 
etc.

Cooling 
water flow

Opt. sig. 
failure Oil. leakage

Cable

Tube 
failure, etc.

利用者協議会
20190325



2019年度運転計画案 （4月~7月）
方針

・3か月を１つのランの構成：イオン源は3か月間交換不要

・原則、週に１度、半日か１日メンテナンス日を設定（従来通り）

・MLFの利用運転日数 170（7.7サイクルx22日） 連休後半（5月1日～6日）は休止

・MRの利用： 4月－7月3日朝 （4月25日にSXからFXに切替）、秋以降は、運転可能な日として入れているが、予算の関係で要協議

9
保守 Tuning&Study 供給運転 1 ＭＬＦ利用 1 ＭＲ利用

Li, RCS 半日Study 半日供給 0.5 ＭＬＦ半日利用 0.5 ＭＲ半日利用
長期停止
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2019年度運転計画案 (10月~2020年3月）

3月中旬に予備日を割り当て（途中で大きな故障等があったときに利用運転に振り替える）



BM3用コンデンサバンク（屋外）

BM3_A BM3_B BM3_C

Choppers
+

Output filters

BM3用新電源

• 偏向磁石用の新電源初号機（BM３用）がD4電源
棟に建設され、実負荷を用いた試験を行った。

• 下図がその結果（青線が電流）で、出力電流、立上
げ・立ち下げ時間などが仕様を満たしていることを
確認した。

MR用新電源の建設状況
11

利用者協議会
20190325



まとめ
12

 2018年度の運転の結果

• MLF：4月中旬まで400kW、それ以降は500kWで安定に利用運転

• MR： FX （10月以降の運転はなかったが、夏まで） 490kW（～500）

SX 50kW、3月18日の電磁石故障の対応中

• （2月26日までの統計）年度全体の稼働率：MLF 94％、NU 86%、HD 83%
(その後故障等があり、年度で締めると多少下がる見込み）

 2019年度の運転予定

• 今年度と同様、3か月/１ラン構成

• MLFは170.5日（7.7サイクル）。

• MRは運転経費の範囲内でできるだけ運転 （4－6月運転、それ以降は未定）

 MRの増強計画

• 新電源用の建屋は完成し、電源の試験を実施

利用者協議会
20190325
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JAEA-Technology
2017-003

DOI:10.11484/jaea-technology-2017-003

J-PARC核変換実験施設 技術設計書
̶ ADSターゲット試験施設（TEF-T） ̶

Technical Design Report on J-PARC Transmutation Experimental Facility
— ADS Target Test Facility (TEF-T) —

核変換ディビジョン

原子力科学研究部門
J-PARCセンター

J-PARC Center
Sector of Nuclear Science Research 

日本原子力研究開発機構

March 2017

Japan Atomic Energy Agency

Nuclear Transmutation Division

JAEA-Technology 2017-003
• March 2017 75393608

• $�5"(���72019� 1�, 5623608
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J‐PARC利用者協議会 2019年3月25日（月） 京኱」ྜ◊䞉༧ ဴᾈ 1

༧ ဴᾈ

京㒔኱学 」ྜ原子ຊ⛉学◊✲所

2019年3月25日（月）

J‐PARC利用者協議会

京㒔኱学⮫⏺㞟ྜయᐇ㦂⿦⨨（KUCA）䛷の
加速器㥑ືシス䝔ム（ADS）に䜘る
MA核（✀）変換ᢏ術のᐇドᐇ㦂



J‐PARC利用者協議会 2019年3月25日（月） 京኱」ྜ◊䞉༧ ဴᾈ 2

MAの核ศ⿣཯ᛂ䛸ᤕ⋓཯ᛂ

Ex.) 長ᑑ࿨核✀のᤕ⋓཯ᛂ

Ex. ) MAの核ศ⿣཯ᛂ

Ex.) MAのᤕ⋓཯ᛂ

核ศ⿣཯ᛂ
㧗速୰ᛶ子

Np‐237
(T1/2 = 214୓年)

Neutrons

Mo‐102
(T1/2 = 11ศ)

Tc‐102
(T1/2 = 5⛊)

Ru‐102
（Ᏻᐃ核✀）

I‐133
(T1/2 = 21時㛫)

Xe‐133
(T1/2 = 5日)

Cs‐133
（Ᏻᐃ核✀）

E‐ray E‐ray

E‐ray E‐ray

㧗速୰ᛶ子

Np‐237
(T1/2 = 214୓年) ᤕ⋓཯ᛂ

Np‐238
(T1/2 = 2日)

E‐ray

Pu‐238
(T1/2 = 88年)

Next transmutation 
by capture or fission 

reactions

Neutrons

I‐129
(T1/2 = 1570୓年)

T1/2：༙ῶᮇ
ᤕ⋓཯ᛂ

I‐130
(T1/2 = 12時㛫)

E‐ray

Xe‐130
（Ᏻᐃ核✀）

Easy to get fission by high‐
energy neutrons

Production of LLFP 
about 10%

ฟ඾：JAEA䞉㎷本࿴ᩥẶ（⚾ಙ）



J‐PARC利用者協議会 2019年3月25日（月） 京኱」ྜ◊䞉༧ ဴᾈ 4

ୡ⏺に䛚䛡るADSᐇ㦂施設

プ䝻ジ䜵䜽䝖
䜎䛯は施設

ᅜྡ ⇞ᩱ
཯ᑕᮦ䜎䛯は

෭༷ᮦ
ス䝨䜽䝖ル

加速器
（ター䝀ッ䝖）

ฟຊ ഛ⪃

MUSE 䝣ランス MOX Na 
(Metal) 㧗速 14 MeV – n Zero ⤊஢

YALINA
(Booster) 䝧ラルーシ LEU Metal

(Solid) 㧗速 & ⇕ 14 MeV – n Zero ⤊஢

VENUS‐F 䝧ル䜼ー LEU (MOX) Pb
(Solid) 㧗速 14 MeV – n Zero ⤊஢

KUCA 日本
HEU
(NU)

Poly., Pb, 
Pb‐Bi (Solid)

⇕

（㧗速㒊ศ
ᶍᨃ）

14 MeV – n 
100 MeV – p
(W, Pb‐Bi…)

Zero 㐍⾜୰
（2019年度䜎䛷）

CLEAR‐1 ୰ᅜ UO2
Pb

(Solid) 㧗速 14 MeV – n 10 MWth ィ⏬୰Ṇ

TEF 日本 LEU (Pu) + MA Pb‐Bi 
(Liquid) 㧗速

400 MeV – p
(Pb‐Bi) Zero ᳨ウ୰

MYRRHA 䝧ル䜼ー MOX + MA Pb‐Bi 
(Liquid) 㧗速

600 MeV – p
(Pb‐Bi) 100 MWth ୍㒊ᘓ設㛤ጞ

（加速器の䜏）

Table  Specification of ADS facilities in the world
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KUCA䛷のADSᐇ㦂設ഛのᵓ成

KUCA core

Pulsed‐neutron generator FFAG accelerator

Beam line of D

D + T target = 
14 MeV neutrons

100 MeV protons + W target =   
Spallation neutrons

Beam line of protons

W target

Ttarget
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ୡ⏺ึ：ADSに䜘るMA核変換ᢏ術のᐇドᐇ㦂に成ຌ

¾ FFAG (Proton) Acc.:
• Energy: 100 MeV (Pb‐Bi target)
• Intensity: 0.5 nA (1 nA at most)
• Neutron yield: 1.33E+08 1/s

¾ KUCA core (EE1 core: U‐PE):
• Neutron flux: 1.82E+07 1/cm2/s
• Reactor power: 1.35 W
• Subcriticality: 225 pcm (keff ~ 0.998)
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Fig. Measured pulsed heights of 237Np fission reaction rates
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䜎䛸め䛚䜘び௒ᚋのㄢ㢟

� 䜎䛸め

¾ ADS◊✲のᴫせ
z ୡ⏺ⓗ䛺◊✲のືྥの⤂௓
z ADSの成❧ᛶに関するᐇ㦂䚸⌮ㄽ䛚䜘びᩘ್ゎᯒ

¾ KUCAに䛚䛡るADSᐇ㦂（FFAG加速器）
z Pb‐Bi核◚○ター䝀ッ䝖䛚䜘びPb‐Bi㡿ᇦ⅔ᚰの≉ᛶホ౯
z ᮍ⮫⏺度 ᐃの㧗度໬䞉䜸ンラ䜲ン໬の◊✲
z Pb䛚䜘びBiྠ఩య᩿㠃✚の୙確か䛥ホ౯
z 核変換ᢏ術のᛂ用にྥ䛡䛯ୡ⏺ึのADSに䜘るMA↷ᑕᐇ㦂

¾ ADSの成❧ᛶに関する⅔≀⌮ᐇ㦂（ᇶ♏ᐇ㦂）はୡ⏺ⓗに䜒䜋䜌⤊஢
z ADSに䜘るMA核変換ᢏ術のᐇドᐇ㦂（KUCAに䛚いて㐩成）
z ᮍ⮫⏺度の䜸ンラ䜲ン䝰䝙タ䝸ン䜾シス䝔ムの㛤Ⓨ（ᐇ用໬のẁ階）

� ௒ᚋのㄢ㢟
z MA⇞ᩱ〇㐀䚸MA᩿㠃✚の୙確か䛥ゎᯒ䚸Pb‐Biの⇕ὶືᐇ㦂䚸

Pb‐Biの໬学ⓗᣲື䚸➼の◊✲に䜘䛳てᕤ学ⓗ䝣䜵ー䝈にྥ䛡䛯
‽ഛ䛜ᚲせ



素核D報告

小林隆

190325
利用者協議会



行事
2019

• 1/16-18: PAC

• 2/28-3/2 J-PARC A-TAC

• 3/4,5 J-PARC IAC

• 3/27 ユーザーミーティング＠東海

• (4/15-17日米科学技術協力事業４０周年シン
ポジウム＠ハワイ)

• 9/23-26: J-PARCシンポジウム＠つくばエポカル

• 9/27: 西川さん追悼シンポジウム

2



History of MR beam power

Achieved beam power :

Fast extraction ~ 500 kW (2.6 x1014 ppp) for users, 520 kW for demonstration.

Slow extraction ~ 51 kW (5.5 x1013 ppp) for users , 60 kW for demonstration.

Beam stop due to 

the earthquake

Beam stop due to the 

radioactive material 

leak incident in HEF

as of March 1, 2019



遅い取り出しビームによる実験
• 本年2月8日から4月25日までの予定で昨年6月以来の遅い取り出しを実施中
• 昨年6月以来、50kW超のビーム強度で運転（下図参照）
• E40実験（S±p散乱）、E57実験（K-d原子のX線分光）のH2標的を用いたパイロットラン、
E14(KOTO)実験、がそれぞれデータ取得中

• KOTO実験の検出器アップグレード作業は、ビームタイム前に順調に終了
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3月末まで走れば取れるはずだったゴールの 72% 



3月末まで走れば取れるはずだったゴールの 72% 



ニュートリノ報告

・4/26（金）朝からのFx運転開始に向け、各種保守作業を実施している。

・3月1日より T2K実験グループのスポークスパーソンが

中家剛氏（京大）から 市川温子氏（京大）に交代した。

・1/10 のKEKセミナーにおいて KEK のメーガン フレンド氏が 2018年5月31日

までの全データを用いた T2K実験の最新解析結果について報告した。

- θ23は最大混合とコンシステントであること、

- CP位相 δ は 2σ の信頼度でCP保存が破れを示唆していること、

- 質量階層は順階層をFavourしていること

等が報告された。

Best Fit q23=0.532, consistent to maximal mixing. CP conserving values (0,p) fall 
outside of the 2s CL intervals



一次ビームライン
- MR/HD運転中。保守作業は基本的に完了している。

- 3月下旬に超伝導冷却、通電試験・遮断試験を実施し、ビームレディを確立する。

二次ビームライン
- 放射化水排水は 3/27 完了の見込み。

- 電磁ホーンを現状で運転継続するための対策の実装作業を進めている。

- ビーム再開に向け、ヘリウム容器を封止し、ヘリウム充填を完了した。今後、

- 遮蔽体復旧（3月末完了予定）

- ホーン通水試験、通電試験（4月〜ビーム再開まで）

を経て、ビーム受け入れレディを確立する予定。

NDについて
- 磁石内測定器の保守は完了し、1月に磁石を閉じた。

- 3月中旬から読み出し回路の保守・動作確認等を行なう。

- 3月末に磁石を通電し、測定器の最終確認を行なう予定。

SKについて
- タンク補修は予定通り完了し、1月29日にタンクを閉じた。

- 純水充填も完了、透明度も回復し、測定を再開した。

ニュートリノ報告



ランミーティング(3/6)報告











S+p → S+p , S-p → S-p or LL

High statistics scattering data by
fast-readout counters (w/o image)
and pure liquid H2 target
for S production and scattering

Study of low-energy Kbar-N strong interaction 
via X-ray spectroscopy of kaonic atoms

Measures 2p-1s X-ray (~8 keV)
to dis-entanlge I=0, I channels  
of Kbar-N interaction
using Silicon Drift Detector (SDD)

Feasibility study  using gas-H2 target
by measuring K-p X-ray

7SDD’s

target cell

On-going experiments @ K1.8 & K1.8BR

Data acquisition : S±p Scattering (E40@K1.8)

Test run : Kaonic atoms  (E57 @K1.8BR)

The origin of repulsive core in nuclear force
Test B-B interaction models



Gold (6-divided)

Beam

Cooling-water pipes

Copper

Stainless steel

66mm

Beam

次期標的の製作
95kW対応の生成標的（金）を製作中である。
この標的は金を上下に分割・僅かな隙間を持たせ、上下の銅台座によって間
接的に水冷するものである。今夏からのメンテナンス期間で、現在の標的
（53kW対応）と交換する予定である。



Recent publications of Exp. @ K1.8 & K1.8BR
E15  (2015 Nov. - Dec.) @K1.8BR

“K-pp” bound state 

p p

K
 –

10
LLBe or 11

LLBe or 12
LLBe

MINO event

Press release on Jan 24,2019

Press release on Feb 26,2019E07 (2016 Jun., 2017 Apr.- Jun.) @K1.8

https://doi.org/10.1093/ptep/pty149

https://doi.org/10.1016/j.physletb.2018.12.058

https://doi.org/10.1093/ptep/pty149
https://doi.org/10.1016/j.physletb.2018.12.058


ミューオングループ：g-2/EDM
• 全体の状況

• J-PARC 素核PAC、Stage-2採択（１１月）
• J-PARC 物構研PAC、Stage-2採択（２月）
• TDR要約論文(arxiv:1901.03047) PTEPアクセプト（３月）

• MLF MUSE Hラインの建設
• 受電ヤード建設中（物構研）

• ミューオン源・加速の開発
• 1 MeV加速の準備（加速器、東大、茨城大）

• 日本中間子科学会学生奨励賞（北村遼、３月）

• 陽電子飛跡検出器の開発
• (E-SYS, 機械セ、東大、九大、名大、東北大) + ATLAS & Belle II groupの協力
• 東北大ELPHでビーム試験（１月）、MLFでビーム試験（３月）
• 日本中間子科学会学生奨励賞（西村昇一郎、３月）

• ミューオン入射・蓄積電磁石の開発
• 磁場・磁石設計(低温セ、物構研、東大、ソウル大、茨城大)

• ３次元ビーム入射の開発（加速器、茨城大、KAIST）

• 磁場測定NMRプローブの開発＠J-PARC NU1
• クロスキャリブレーション（KEK-ANL）（１月・２月）

東北大ELPHでの
検出器ビーム試験

e-

検出器
試験モジュール

（２層）



ミューオングループ：COMET

• 全体の状況
• CM27＠東海キャンパス
• Input European Strategy

• COMET & Muon cLFV

• 施設建設状況
• 捕獲ソレノイドコイルMS1-2完成

• 検出器建設状況
• 全トリガー回路試験第一実施
• ビームコリメータ格納用ブリッジソレノイド
コイル完成

• 陽子ビームモニター素子開発
• Elizabeh George from IIT-B

• COMET実験室での宇宙線実測準備中

• 中性子照射試験
• NIM publication

GaN

TiO2

Nano-tube





Run meeting再開

• ビーム運転中の、ビームや実験のステータスを共有
• ～隔週。ビームや実験の状況に応じて変更。
• 誰でも参加可
• https://kds.kek.jp/indico/category/1356/
• ぱすわーど： ｔｓｕｙｏｉｂｅａｍ

https://kds.kek.jp/indico/category/1356/


27th J-PARC PAC meeting

• Draft minutes

– https://j-
parc.jp/researcher/Hadron/en/pac_1901/PAC27th
Minutes_final_draft.pdf

https://kds.kek.jp/indico/event/29923/

https://j-parc.jp/researcher/Hadron/en/PACmeeting_1901_e.html

https://j-parc.jp/researcher/Hadron/en/pac_1901/PAC27thMinutes_final_draft.pdf


学術会議 マスタープラン2020に向けて

2019年 日本物理学会 年会

g-2/EDM

• J-PARC関連 ６件を調整中
– J-PARC もしくはKEKが提案主体

• 大強度陽子ビームを用いた宇宙・物質の起源と進化
– 運転経費と実験施設の高度化

– 阪大、他の協力で実施

• 第２ターゲットステーションと中性子・ミュオン科学の新
たな展開

– MLF で、中性子10 倍、ミュオン 50 倍にする計画

• 大強度加速器フロンティア開拓のためのJ-PARC材料照
射実験施設

– かつて、ADS プロジェクトとして出していたものから、J-PARCが直接
関与する部分を抽出

– 他機関が提案主体
• 大型先端検出器による核子崩壊・ニュートリノ振動実験

– （提案者：東大宇宙線研）

• 中性子施設ネットワーク
– （提案者；中性子科学会）

• 重イオン加速計画
– （提案：JAEA 先端研・筑波大学 実施：J-PARC 調整中）



西川さん追悼シンポジウム
• ２０１９年９月２７日(金)

• (午前：KEK内見学)

• 午後：シンポジウム＠KEK小林ホール

• 夜 ：つくばセンター近辺で懇親会

• 世話人

– 徳宿、小林、藤井、中平、丸山、長谷川雅也、小松

原、齋藤、中畑、早戸、中家,市川、横山、稲垣

• 主催：KEK(予定)

• 共催(予定)：J-PARCセンター、ICRR、京大物２



サマースチューデントプログラム

•２０１８年度進
行中
• ５６名応募
• １８人招聘
• 今年筑波地区で
も立ち上がった

•２０１９年度選
考中
• ～１５０人応

• 日本人２名

• ２０名程度選考
予定



まとめ
• ハドロン

– 2月8日から4月25日朝まで51kWにてSX運転中
– E40実験（Σ^± p散乱）
– E57実験（K^- d原子のX線分光）のH_2標的を用いたパイロットラン
– KOTO実験
– ３月１８日から停止中。３月末までの予定の７２％

• ニュートリノ
– ４月２６日からのビームに向けて保守作業中
– SKの改修工事完了。水リーク検出されてない。透過度も改修前レベル。
– 1/10 のKEKセミナーにおいて 2018年5月31日までの全データを用いた T2K実
験の最新解析結果について報告した。CP位相 δ は 2σ の信頼度でCP保存が
破れを示唆していること、等が報告された。

• ミューオン
– Ｇ－２・EDM

• J-PARC 素核PAC、Stage-2採択（１１月）
• J-PARC 物構研PAC、Stage-2採択（２月）

– COMET
• 捕獲ソレノイドコイルMS1-2完成
• 全トリガー回路試験第一実施
• ビームコリメータ格納用ブリッジソレノイドコイル完成
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